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全学ニュース

　北海道大学は戦略的国際パートナー
校である米国マサチューセッツ大学アマ
ースト校（UMass Amherst, UMA）と、
3月7日（金）、11日（火）に「HU-UMA 
Symposium on Post/Imperial Political 
Ecosystems: How Our World Has 
Been Shaped（北大・UMAシンポジウ
ム　帝国の世界秩序とその後：いかに
我々の世界は作られてきたのか）」を
開催しました。両校は札幌農学校、マ
サチューセッツ農科大学の時代から長
く連携関係にあり、近年は研究者のジ
ョイントアポイントメント等を経て、
主として高分子工学、情報・計算機科
学、農学、工学、水圏の研究連携、文
書館が所有する農学校時代の資料共有
等での動きが活発化しています。
　昨年11月の両校の中東地域研究者・
現代史研究者のマッチングを経て開催
される運びとなった本シンポジウムに
は、講演者及びモデレータとして本学
スラブ・ユーラシア研究センターの長
縄宣博センター長、青島陽子教授、デ
イヴィッド・ウルフ教授、メディア・
コミュニケーション研究院のジョナサ
ン・ブル講師、公共政策学連携研究部
の池炫周直美教授、国際連携推進本部
の植村妙菜学術主任専門職、UMAユ
ダヤ・近東学科のデイヴィッド・メド
ニコフ学科長、政治学科のアンドリュ
ー・マーチ教授、歴史学科のガレッ
ト・ワシントン准教授、アイゼンバー
グ経営大学院のボフダン・プロコポヴ
ィッチ上席講師が集いました。「アジ
ア・中東から20世紀を再考する」「帝
国の遺産：日本帝国の終焉、国境を跨
ぐ人の移動、比較の文脈」「帝国後の
ウクライナ」の3つのセッションとパ
ネルディスカッションから成る今回の
シンポジウムは、20世紀における諸帝
国の崩壊が今日の世界で我々が直面す
る危機にまでいかに影響を与えている
かを改めて考える機会となりました。
　本シンポジウムには、両校の教職員
と学生に加え、両国の大学教員、研究
支援機関、外務省出身者、病院関係者
から、インド科学技術大学、ポルトガ

ルのリスボン大学、イスラエルの医療
機関、インドネシアの漁業関係者まで
70名が参加登録し、地域を超えた関心
の高さがうかがえました。参加者から
は、「大戦後や帝国崩壊に伴う引き揚
げの状況を伝える戦争資料博物館の展
示物を比較することで我々が学ぶべき
ことは何か」「博物館のキュレーター
にインタビューする場合、インタビュ
アーの国籍や立場が回答に影響するこ
とは否めないのではないか」「ソ連崩
壊後のロシアが西側に溶け込もうとし
てきたのは意図的な策略だったのか」
「多民族国家における権威主義体制に
は先行する帝国秩序の遺産が作用して
いるのではないか」「欧米がよかれと
思って行う法秩序形成の支援が中東に
おいて感情的な反発を招き、対話を難
しくする局面がある」等の質問や意見
がありました。
　本学の髙橋　彩理事・副学長（国際
担当）からは、「スラブ・ユーラシア
研究センターの『生存戦略研究プラッ
トフォーム』とUMAの連携により、更
に多角的な視点と研究の深化を期待す
る」ことが述べられ、瀬戸口剛理事・
副学長（研究担当）からは、「人文社
会学は異分野融合研究においても重要
性が認識されているが、大学コミュニ
ティの中と外とを繋ぐ力でもある」と
の発言がありました。UMAのカルペ
ン・トリヴェディ国際担当副プロボス
トからは、「数年前にUMA研究担当
執行部が国際連携方針を固める際、北
大との連携に力を割くということで一
致した。両校の連携は2025年度から始
まる、研究者のモビリティ支援でも広
がっていく」との見立てが示され、人
文学・芸術学研究院のパーリ・リアー
ヒ副研究院長（研究連携担当）からは
「人の心と想いには物語る力が、人文
社会学には物事を可視化し理解する力
がある。今回も分野をまたぐ研究者が
集まり、時間と空間を超越した思索の
共有となった」との話がありました。
帝国崩壊の遺産を引きずる中東とウク
ライナ、冷戦が完全には終わっていな

い東アジアの日本について日米の研究
者が議論を交わすことの学術的な意義
は大きく、今般のイベントで得たアイ
ディアをさらに発展させるべく、講演
者たちは今年度中に本学で再会するこ
とが決まっています。
・生存戦略研究プラットフォーム
　https://src-h.slav.hokudai.ac.jp/srcw/

（スラブ・ユーラシア研究センター、
国際連携推進本部）

「帝国の世界秩序とその後を考える北大・UMAシンポジウム」を開催

フライヤー

1日目の様子

2日目の様子：パネリストたちと瀬戸口理事（左下）と
リアーヒ副研究院長（右下）

　3月14日（金）に、本学及び日本証
券業協会の主催によりSDGsシンポジ
ウム「北海道から拓く持続可能な未来
－産官学連携によるGX金融の推進－」
（会場：東京ミッドタウン八重洲カン
ファレンス）をハイブリッド形式で開
催し、両機関及び証券業・金融業界関
係者など115名が参加しました。
　シンポジウムでは、横田　篤理事・
副学長が「北海道大学のサステイナビ
リティ・SDGsへの取り組み」と題して
基調講演を行いました。横田理事・副
学長は、札幌農学校を前身とする本学
の歴史的背景から、本学がSDGs課題解
決の中核をなすフィールドサイエンス
に強みを持つ大学として国際的に高く
評価されていること、戦後、教養課程
の設置に際して、教養教育と専門教育
を峻別せず、学部や研究所に所属する
教官が全学出動で講義を担当する「全
学支援方式」を採用することで学際的
な教育研究活動が進んでいることを紹
介しました。具体例として、「スマー
ト農業教育研究センター」「リニュー
アブルエナジーリサーチ＆エデュケー
ションセンター（REREC）」の設置及
び「地域中核・特色ある研究大学強化
促進事業（J-PEAKS）」に本学が採択
されたことなどを説明し、本学が社会
から共感（学外エンゲージメント）を
得ながら、社会的インパクトを与える

大学を目指していると述べました。
　引き続き行われたパネルディスカッ
ションでは、横田理事・副学長及び宮
下和士北方生物圏フィールド科学セン
ター長がパネリストとして登壇しまし
た。宮下センター長は、RERECの代表
として、ネイチャーポジティブ*1及び地
域社会ポジティブ*2の両立に貢献する
GXを目指していることを説明しまし
た。横田理事・副学長は、本学がTeam 
Sapporo-Hokkaidoに参画し、GX推進に
向けた産学官連携による技術開発や、
日本証券業協会や三菱UFJ信託銀行株

式会社と協同して、金融人材育成に取
り組んでいることなどを紹介しました。

*1 ネイチャーポジティブ…生物多様性の損
失を止め、回復軌道に乗せること。

*2 地域社会ポジティブ…地域のコミュニテ
ィ自身で地域の課題解決力を高められる
よう、場づくり及び仕組みづくりをデザ
インの力で支援し、地域が自律的・持続
的な社会へと変化していくための活動と
なる地方創生を実現すること。

（サステイナビリティ推進機構）

北海道大学×日本証券業協会SDGsシンポジウム「北海道から拓く持続可能な
未来－産官学連携によるGX金融の推進－」に横田　篤理事・副学長が登壇

基調講演を行う横田理事・副学長 シンポジウム（会場）の様子

タ イ ト ル：北海道大学×日本証券業協会SDGsシンポジウム
　　　　　　北海道から拓く持続可能な未来－産官学連携によるGX金融の推進－
日　　　時：令和7年3月14日（金）18:00～19:30
場　　　所：東京ミッドタウン八重洲カンファレンス　※オンライン配信有
プログラム：開会挨拶　日本証券業協会専務理事　松尾元信
　　　　　　基調講演　北海道大学理事・副学長　横田　篤
　　　　　　パネルディスカッション
　　　　　　　タイトル：北海道におけるGX金融、産官学連携による推進可能性
　　　　　　　モデレーター　DNVビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社
　　　　　　　　　　　　　　サステナビリティサービス統括部プリンシパル　金留正人
　　　　　　　パ ネ リ ス ト　脱炭素成長型経済構造移行推進機構（GX推進機構）理事　高田英樹
　　　　　　　　　　　　　　北海道大学理事・副学長　横田　篤
　　　　　　　　　　　　　　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター長　宮下和士
　　　　　　　　　　　　　　三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社フェロー　吉高まり

シンポジウム概要

パネルディスカッションの様子（右から1人目：
宮下センター長、同2人目：横田理事・副学長）

パネラーを務める宮下センター長




